












































































































































































































































② 　立稱巳乖□□□□□□□□③ 　真身然大聖□④ 　不
形表刹
□□□□□□









⑬ 　諸佛方位菩薩圍繞聲聞獨覺⑭ 　翼聖金剛師子振威伏惟聖帝⑮ 　超金輪同逸多真俗雙流化度⑯ 　无央薦冀永保聖蹟欲令不朽⑰ 　天地等固法界无窮莫若崇據⑱ 　霊峯星漢洞照恒秘瑞
巗
金石




























































































































以下これを参考 しながら各縁起の内容を整理するとともに、道明の人物像 探って くこと したい。
　まず『三宝絵』下巻「長谷菩薩戒」にはおよそ次のような内























は現存しないが、逵氏は れ 長谷寺 最古の縁起とみなし、『三宝絵』に加えてその基本線を踏まえる『扶桑略記』 （
嘉保元
年・一○九四





） 、 『七大寺年表』 （
？～永万元年・一 六五
）などに引









































































） のほか、 『長谷寺験記』 （
十三世紀初




ある。これらは長谷寺に「本」と「後」の区別を けるという点で「古縁起の系統」とは区別されるべき であ 本稿の主眼 道明 人物像に関する記述にはとりたてて新味見られない。
　そこで、以上の縁起に見られる道明に関する情報を列記する











































務所の調査 よりそのことが判明したのだという。 『続日本紀』同日条によればこの開眼会にはじつに一万人の僧が集まったというが、これによって今まで知られていな っ 具体的な僧名が明らかになった である。
　ただし、塵芥文書はその名のとおり天平期の文書がおびただ













































































































五十四年前にあ る。つまり塵芥文書の「道明」が銅板の道明であるとするならば、文武二年に相応 年齢で銅板をつくったのち、少なくとも五十四 後の天平までは生存していなければならないことに
時　点 仮年齢（歳）
銅板の制作文武２年（698） 20 25 30 35 40










くる点も同じである。おそらく「明」は「明」とみてよいと思われ、 するとやはりここには 「道明」の名が記されていることになる。こ 「道明」は、はたして銅板に刻まれた その人なのであろうか
　まず以て考慮しなければなら








眼会の時点ではか の高齢になる いうことである。日本人の平均寿命が男性で七十九 ・ 一九歳、女性で八十五 ・ 九九歳
（
22）
































1 安澄 763－814 51
2 安恵 794－868 74
3 永忠 743－816 73
4 恵運 798－869 71
5 恵亮 702－760 58
6 延寿 818－885 67
7 円澄 772－837 65
8 円珍 814－891 77
9 円仁 794－864 70
10 開成 724－781 57
11 観賀 854－925 71
12 鑑真 688－763 75
13 義叡 813－892 79
14 行賀 728－803 75
15 行基 668－749 81
16 行表 729－797 73
17 賢璟 714－793 79
18 玄日 850－922 72
19 玄昭 846－917 71
新潟産業大学人文学部紀要　第 20 号　2008.10
－－
20 源仁 817－887 70
21 玄賓 734?－818 84?
22 光意 737－814 77
23 広円 755－808? 53?
24 光定 779－858 79
25 杲隣 767－837? 70?
26 空海 774－835 61
27 勤操 754－827 73
28 最澄 766－822 56
29 慈雲 758－806? 48?
30 慈訓 691－777 86
31 慈恒 763－827 64
32 実恵 786-847 61
33 実忠 726－? 85＋
34 実敏 788－856 68
35 慈宝 758－819 61
36 宗叡 809－884 75
37 定恵 643－665 22
38 勝悟 732－811 79
39 祥勢 811－895 84
40 勝道 735－817 82
41 常騰 740－815 75
42 証如 781－867 86
43 聖宝 832－909 77
44 常楼 741－814 73
45 真雅 801－879 78
46 真紹 797－873 76
47 真済 800－860 60
48 真昶 807－880 73
49 真然 811－891 80
50 善議 729－812 83
51 善算 708－769 61
52 善謝 724－804 80
53 善珠 723－797 74
54 善仲 708－768 60
55 相応 831－918 87
56 増命 843－927 84
57 増利 835(836)－928 83(82)
58 尊意 866－940 74
59 泰景 764－851 87
60 泰澄 682－767 85
61 泰範 778－858? 80?
62 智泉 789－825 36
63 長意 836－906 70
64 長訓 774－855 81
65 長朗 803－879 76
66 道慈 ?－744 70＋
67 道昭 629－700 71
68 道証 756－816 60
69 道昌 798－875 77
70 等定 721－800 79
71 道? 699－757 58
72 道忠 735?－800? 65?
73 仁耀 722－796 74
74 遍照 816－890 84
75 豊栄 811－884 73
76 峰延 843－922 79
77 奉実 737－820 83
78 菩提僊那 704－760 56
79 法進 709－778 69
80 房忠 832－893 71
81 品恵 744－818 74
82 明詮 789－868 79
83 明福 778－848 70
84 明一 728－798 70
85 惟暁 812－843 31
86 惟首 825－893 68
87 隆海 815－886 71
88 隆光 812－890 78
89 隆尊 706－760 54


























銅板制作時に道明が二十歳 であったとするのは、大仏開眼会の時点での生存の可能性は増すものの、 「捌拾許人」を「率引」する年齢としてはやや若年に過ぎよう。 、銅板制作時に三十五歳、四十歳であったとする は逆に大仏開眼会時の年齢が高くなり過ぎ、これも蓋然性は低い。
　したがって、塵芥文書の「道明」が銅板の道明と同一人物で









































































































 小野玄妙「国宝長谷寺蔵千仏多宝塔銅板の製作年代を論じて銘文中に見ゆる仏教思想の根柢に及ぶ」 （ 『考古学雑誌』四ノ一○、一九一四年） 。
（４）





」 （ 『仏教芸術』二二五、 一九九六年） 、
同 「持統天皇の呼称に関する一考察」 （ 『日本宗教文化史研究』三ノ一、 一九九九年） 、同「長谷寺本尊十一面観音像の錫杖について」 （吉村怜博士古稀記念会編『東洋美術史論叢』雄山閣出版、一九九九年） 。
（５）







□中」 文字が陽刻されたものがあり、これを甲午年＝持統六年（六九㈣）とみて、同寺のおよその建立年代を示すものとされてきたが、一方ではこれを「甲申年」とみて天武十三年（六八四）に比定する向きもあった。しかし近 、夏見廃寺出土塼仏と酷似する複数 塼仏断片が奈良・御所市の二光寺廃寺からも出土し、そのうちの一つに夏見廃寺のものと同形の「甲午□五月中」の文字を陽刻した須弥壇形塼 あることが報告されている（橿原考古学研究所「現地説明会資料」二○○五年二月二十 日） 。こ ことについては稿を改めて詳述したい。
（６）





















 金森遵「長谷寺法華説相像の造立年次について」 （ 『考古学雑誌』 　二七ノ一○、一九三七年） 。
（９）
 福山敏男 「興福寺金堂の弥勒浄土像とその源流 （下） 註
32（ 『考
古学雑誌』三八ノ一、 一九五二年） 。同「法華説相図銅板（解
説） 」 （ 『世界美術全集』２、角川書店、一九六一年） 。
（
10）
 笠原幸雄「持統十一年薬師寺造像について」 （弘前大学教養部『文化紀要』二、 一九六七年） 。
（
11）














 前掲註（８） 　金森論文では、僧位追贈の例とし 空海と最澄への法印大和尚位叙位がそれぞれ 没後二十九年後と四十二年後になされたこと（ 『三代実録』貞観六年二月十六日条）をあげる。
（
16）
 逵日出典『奈良朝山岳寺院の研究』 名著出版 一九 ）第五章「長谷寺縁起考」
（
17）











 拙稿「長谷寺銅板法華説相図の制作背景」 （ 『仏教芸術』二一五、 一九九四年） 。
（
20）













に読み替えている）ことを考慮すれば、ここに「六人部氏が造った」とあるのはじつは寺ではなく銅板そのものであるとも読み取れる。こ ことは道明が銅板をつくる際、後ろ盾として六人部氏の存在があった 示唆 るものではなかろうか。
（
24）

















 「口碑伝説」 （町史補遺篇『郷土』桜井市、一九六一年） 、松本俊吉『奈良歴史案内』 （一九七四年、平凡社） 、 『桜井市史、下巻、民俗篇』 （一九七九年） 。なお、前掲註（
12）永井論
文によれば、こうした伝承は長谷寺内部ではすでに室町期には信ぜら ていたという。前掲 （
17） 永井論文 「長谷信仰」
も参考のこと。
（
28） 　前掲註（
12）永井論文など。
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（
29） 　前掲註（
12）永井論文など。
（
30） 『日本書紀』天武天皇十四年（六八五）八月十三日条。
（
31）
 『日本書紀』天武天皇十四年（六八五）九月二十四日条、朱鳥元年（六八六）五月二十四日条、同六月十九日条、同九月四日条、同十二月十九日条。
（
32）
 『日本書紀』大宝二年（七○二）十二月二十五日条、同三年正月五日条、同二月十七日条、慶雲 年（七○七）十六日条、霊亀元年（七一五）六月十三日条。
